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研究成果の概要（和文）：本研究は、高等教育の授業におけるグループワークや協調学習などのアクティブラー
ニングを行なう際に、教室内の教員と学生の行動を、ワイヤレスセンサーネットワークを利用してデータとして
記録・可視化して、授業中の学習活動について分析を行い、授業方法の改善に役立てるシステムを開発した。今
後は開発したシステムの実践での活用を通して効果を検証することで研究を継続していく。

研究成果の概要（英文）：The author developed a cooperative learning class support system utilizing 
wireless sensor networks for active learning such as group works and cooperative learning in higer 
education. The system collect a data of behavior of teachers and students in the classroom and 
visualized as data using a this system.The author developed a system to help improve teaching method
 for teachers.
In the future, The author will continue research by verifying the effect through practical 
application of the developed this system.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
近年、大学の授業に学生の主体的・能動的

な学習を引き出す教授方法として、アクティ
ブラーニング（例えば、協調学習・CSCL・
Project Based Learning・ワークショップ）
の学習形態が注目されている。アクティブラ
ーニングを円滑で効果的に授業に導入する
ためには、様々な課題を解決して、さらに評
価することが必要になる。従来の伝統的な座
学中心の講義形式とは異なる部分があるア
クティブラーニングという教授方法を円滑
に導入するためには、学習環境として、空
間・活動・共同体・人工物を有機的にデザイ
ンし、教員や学生の負担を軽減するなどの方
策が必要である。申請者は、これまで教育へ
の ICT 活用に取り組んでおり、国際遠隔 PBL 
で電子コミュニケーションの分析を行って
いる(山下･林･福田 2008)。最近は、インタ
ラクティブでフレキシブルな教室空間とし
て、アクティブラーニング専用のスタジオ型
教室の運営や教材開発を担当している
（Hayashi･Nishimori･Yamauchi 2009）。さら
に、このような多様な学習活動を支えるため
の教室空間とそこでの授業実践について国
内外の調査を進めている(林 2009)。 
そのため、大学教員らと従来とは異なる開

放的でインタラクティブな教室空間におい
てアクティブラーニングを円滑に行うため
には、どのような支援活動が必要であるかに
ついて議論を行っている。例えば、アクティ
ブラーニング型の授業が上手いと言われる
教員は、教室内でどのような点に注意を払い
教授活動を行い、どのような特徴も持ってい
るのか、あるいはなぜ学生は教室の後に着席
することが多く、その学生らは授業中にどの
ような行動や変化があるのかなどを明らか
にすることで、教員の教育能力向上の支援や
学生の学習活動の助けになると考えられる。 
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２．研究の目的 
本研究では、アクティブラーニングが行わ

れているスタジオ型教室において、教員と学
生の行動やコミュニケ-ションの分析を行う
ことができる動作情報を抽出・可視化するシ
ステムを開発し評価する。このシステムを利

用することにより、教員と学生の授業中の行
動や動作の軌跡を記録・可視化することによ
り、授業中にどのような活動が行われている
のかが把握できる。それにより教員や学生が
主体的に授業で学び、何を試みたのかを振り
返ることにより、授業における学びを位置づ
けることができ、深い理解を誘発することに
つながると考えている。これまで、グループ
活動が中心となるアクティブラーニングで
は、複数人が同時・多発的に議論や活動を行
うことが多く、授業内容について振り返った
時に整理することが難しいことが多く、結局
授業で何を学んだかを十分に活かすことが
できていないという問題があった。 
本研究では、授業中の学習活動について、

教室内の教員と学生の行動や動作の軌跡を
什器やコンピューターにワイヤレスセンサ
ーを設置して、加速度や照度、画像、温度な
どの情報を抽出して、リアルタイムに行動や
動作の軌跡といった情報を収集して、授業中
の様子を可視化させる。開発したシステムの
有効性を検証するために、アクティブラーニ
ング型の授業やワークショップにて試用実
験を行う。さらに教員や学生らを対象に実験
をして、授業後のリフレクションを促し、シ
ステムの有効性を評価する。デザイン研究の
手法を採用して、授業実践を行い多様な観点
から分析を試みる。 
 

３．研究の方法 
本研究では、大学での協調学習などのアク

ティブラーニングにおいて、教室内の教員と
学生の学習活動や行動軌跡をワイヤレスセ
ンサータグを利用して位置や動作情報を収
集して可視化して、授業中のコミュニケーシ
ョン分析を行うためのシステムを開発し、評
価する。さらに、開発したシステムを授業実
践において活用し、教員と学生のその後の授
業改善、学習改善につながるかどうかを検
証・評価する。 
平成 25 年度は、開発準備・仕様作成・プ

ロトタイプ開発、平成 26 年度は、システム
開発と評価、授業実践における試用、平成 27 
年度は、授業実践における評価実験、成果物
のとりまとめとする計画である。 
本研究を推進するうえでの研究体制とし

ては、定期的に東京大学、放送大学において
開催される研究ゼミに参加し、本研究につい
て発表・議論、教育実践までも出来る環境を
整えている。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 25 年度 
勉強会に参加して、関連研究の最先端の状

況調査と議論を行い、知見を深め、システム
の仕様設計・開発とタブレット端末への実装
を検討した。必要な開発環境の整備と利用可
能なセンサーについて選定を行い、試用実験
などを検討した。 
これまで実施していた研究であるグルー



プワークにおけるチームパフォーマンスを
向上させる座席レイアウトについて比較実
験を行った内容について、統計的分析を行い、
日本教育工学会にて発表した。本発表では、
グループワークにおけるチームパフォーマ
ンスを向上させる座席レイアウト「三日月型」
を提案し、その有効性を示した。比較実験で
は、「三日月型」が「円型」の座席レイアウ
トに比べて、優れたチームパフォーマンスを
実現させることを確認した。実験データは、
標本数が少なく主観評価のため、順序尺度に
基づくデータの処理が可能なノンパラメト
リック検定法(ウィルコクソンの符号付順位
和検定)を用い、分析を行った結果、有意な
結果を得ることができた。 
アクティブラーニングの教育実践事例に

ついて、学会や大学の FD 講演会などで、招
待講演７件を行った。 
 

(2) 平成 26 年度 
定例の研究会に参加して、関連研究の状況

調査と議論を行い、知見を深め、システムの
仕様設計・開発とタブレット端末への実装を
検討した。 
必要な開発環境の整備と利用可能なセン

サーについて選定を行い、試用実験などを検
討した。具体的には、iBeacon の活用方法を
スマートフォン（Android 端末）の利用法を
調査して、アプリ開発のための環境整備を検
討・実施した。分析対象となるシーンについ
て、シナリオを作成して、どのようなシーン
において、活用可能であるのかをシミュレー
ションした。それと平行して、CaoGadgets 社
のワイヤレスセンサータグを利用するため
の開発環境としてサーバの構築、SDK の利用
環境を整え開発を進めた。また、予備実験を
行うための教室環境を整えるように準備を
進めた。その他、アクティブラーニングの教
育実践の事例について、学会等で発表した。
さらに、日本教育工学会や関連する研究会等
に参加して、システム開発の情報収集を行っ
た。 
 

(3) 平成 27 年度 
定例の研究会に参加して、関連研究の状況

調査と議論を行い、知見を深め、システムの
仕様設計・開発とタブレット端末への実装を
検討した。 
必要な開発環境の整備と利用可能なセン

サーについて選定を行い、試用実験などを検
討した。分析対象となるシーンについて、シ
ナリオを作成して、どのようなシーンにおい
て、活用可能であるのかをシミュレーション
した。それと平行して、CaoGadgets 社のワ
イヤレスセンサータグの利用に加えて、
Pozyx Accurate positioning のワイヤレスセ
ンサーを利用した開発環境としてサーバの
構築、SDK の利用環境を整え開発を進めた。
また、予備実験を行うための教室環境を整え
るように準備を進めた。その他、アクティブ

ラーニングの教育実践の事例について、学会
等で発表した。さらに、日本教育工学会や関
連する研究会等に参加して、システム開発の
情報収集を行った。 
 

(4) 平成 28 年度 
定例の研究会に参加して、関連研究の状況

調査や議論を行い、知見を深め、システムの
仕様設計・開発とタブレット端末への実装を
検討した。関連する先行研究の調査を行い、
システムの仕様設計・開発とタブレット端末
への実装を検討して、必要な開発環境の整備
とワイヤレスセンサー(Pozyx Accurate 
positioning)を利用したシステム開発を行
っている。 
今後は開発したシステムの実践での活用

を通して効果を検証することで研究を継続
していく。 
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